
除排雪のメリハリ�

道路の利用実態に応じて、排
雪量を必要最小限に抑えます。
一方で、主要なバス路線につ
いては、除排雪を強化し、定
時運行の確保に努めます。�

雪対策は多くの課題を抱えており、そ
の解決のためには、市民と行政が共に
行動することが何よりも大切です。こ
のたび策定したプランでは、市民と行
政がそれぞれの役割をしっかりと認識し、
一緒に取り組んでいくことを重要課題
として改めて位置付けました。雪が地
域のきずなを深めるきっかけになる、そ
うした文化が息づく札幌になるよう、一
緒に考え、行動していきましょう。�

市の雪対策への意見や、冬を快適に過ごすための
アイデアをお寄せください。�
【応募方法】�
住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号を記入し、はがき、
ファクスでお寄せください。寄せられたご意見の一部は、
本誌2月号に掲載する予定です。掲載させていただいた方
には、共通ウィズユーカード（1,100円分）を差し上げます。�
【送付先】�
雪対策室計画課�
〒060-8611中央区北１西2　FAX218-5141　�

ロードヒーティングの�
メリハリ�
運転コストが高いロードヒーテ
ィングは、走行性や安全性の検
証を行った上で停止し、代わり
に凍結防止剤の散布を強化す
るなど、安全性を確保します。�
�

市の雪対策への意見や�
アイデアを募集します�
市の雪対策への意見や�
アイデアを募集します�

雪や寒さを宝物ととらえ、札幌に住む誇り
を育てるために、雪を題材にした学習に
取り組んでいます。その成果をアピール
する場が「雪と暮らすおはなし発表会」。
多くの人に雪の魅力や冬の楽しさを伝え
ようと、子供たちは張り切って臨みました。
雪の学習を通じて、子供たちが札幌への
愛着を深め、将来の札幌を担う大人へと
成長してほしいと願っています。�

子供たちが�
雪の魅力を学習し発表�

■バス路線など公共性の高い道路の除排雪に力を
入れていきます。�
�

【目標4】メリハリをつけた冬期道路の管理�

■冬の暮らしについて情報発信します。�
■除雪などのボランティア活動を推進します。�

【目標6】冬の文化の創造�

行 政�
の取り組み�

事例3

【目標3】除排雪体制の確保�

【目標5】安全な冬期交通環境の確保�

市は、安定した除排雪体制を維持し、
より市民ニーズに合ったメリハリのあ
る雪対策を行っていきます。�

必要最小限の排雪�

北海道雪プロジェクト事務局長�
（手稲山口小学校教頭）�

小笠原 啓之さん�
お がさわら　ひろゆき�

札幌市長 上田 文雄�
うえ だ   ふみ  お�

多くの市民を前に、�
子供たちは堂 と々発表しました�

市民と行政の協働で、冬のみちづくり�市民と行政の協働で、冬のみちづくり�

子供たちが、雪について
学習したことなどを作品
にして、展示・発表するイ
ベント。前回は3月にサッ
ポロファクトリーで開催し、
作文や壁新聞など285作
品が寄せられました。来
年は3月6日�開催予定。�
�

「雪と暮らすおはなし�
　発表会」とは？�

雪は「天からの贈り物」。�

雪のまち札幌ならではの冬の文化を発信します�

雪は「天からの贈り物」。�

雪のまち札幌ならではの冬の文化を発信します�

雪対策や雪に関する詳しい情報はホームページでもご覧になれます。  HP  www.city.sapporo.jp/kensetsu/yuki

↑�


